
政策の柱 政策名 24　犯罪の抑止と交通安全対策の推進

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容 【参考】
R5予算額
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■安全教育の推進

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

  ・防犯ボランティア育成事業
　　　防犯の各分野別に基礎知識の習得から実践までの講習を実施

　・犯罪等情報提供システム等による地域安全情報の提供
　　　自主防犯支援のためのタイムリーなメール配信、犯罪発生マップの提供

　・地域防犯設備効果体感事業
　　　自治会等からの相談に応じて防犯カメラを貸し出し、設置効果を体感してもらうことで、自主
　　　的な設置を促進（令和５年９月末まで）

安心とやま

犯罪や交通事故の発生しにくい環境づくりが進み、県民が安全で安心して暮らすことのできる社
会が実現していること。

　・青色パトロール活動支援事業
　　　青色回転灯装備車両による民間パトロールの活動を補助

（１）安全なまちづくり
の推進

  ・ホットスポット・パトロール普及強化事業
　　　地区安全なまちづくり推進センターが行う、ホットスポット・パトロール普及に係る講習会等の
       経費を補助

■子どもの安全対策の推進

　・地区安全まちづくり推進センター活性化事業
　　　地区安全なまちづくり推進センターの運営費等を補助

　・子どもの登下校安全対策事業
　　　市町村で委嘱するスクールガード・リーダーの配置、学校安全パトロール隊等に要する経費に
　　　ついて支援

■防犯ボランティア人材の育成

　・学校安全教育推進事業
　　　モデル校に学校安全アドバイザーを派遣し、防犯・防災の危機管理マニュアルと避難訓練の
　　　見直しを実施

　・カギかけ防犯推進事業
　　　カギかけコンテストの実施やカギかけ運動に取り組む団体への資材支援など

　・こども安全サポーターによる児童等を対象とした参加・体験型の実践的な防犯教室の開催

■自主防犯活動に対する支援

■犯罪の起きにくい社会づくりの推進

　・重層的な防犯ネットワークの整備
　　　既存ネットワークの活性化と新規ネットワークの構築

　・学生安全ボランティア事業の実施
　　　大学生等のボランティア活動による安全なまちづくりの推進

　・防犯サポーターによる防犯パトロール活動への指導

　・社会の規範意識の向上と絆の強化
　　　関係機関、団体等との連携によるゲートウェイ犯罪（万引き等）抑止対策の推進
　　　若い世代等の自主防犯ボランティア活動への参加促進
　　　カギかけキャンペーン等無施錠被害防止啓発活動の推進

　・非行少年を生まない社会づくりの推進
　　　－居場所づくりなど少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動の推進
　　　－補導活動等の推進、少年を守る環境整備など少年を見守る社会気運の醸成

■安全なまちづくり推進活動の充実

　・【新】安全安心見守りカメラ事業
　　  通学路の危険箇所や犯罪前兆事案発生箇所に対し、防犯カメラの設置を促進
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■交通安全施設整備の推進

　・三世代交流交通安全のつどい事業
　　　世代間交流による交通安全教室の開催、高齢者宅への訪問活動

　・高齢者に優しい運転推進事業
　　　－高齢者に配意した「思いやり運転」の普及･促進
　　　－「たっしゃけ　気つけられェ運動」(高齢者事故防止運動)等の実施

  ・交通ボランティア等と連携した街頭キャンペーン、各種広報媒体を活用した広報啓発活動の推進

■自転車利用者への交通安全教育の推進

　・交通実態に即した交通規制の実施

　・交通安全アドバイザー活動強化事業
　　　交通安全アドバイザーによる街頭での啓発活動の実施

■交通安全教育の推進

　・関係機関、団体と連携した参加・体験・実践型交通安全教育の実施
　　　－シルバードライビングスクールの開催
　　　－交通安全いきいき教室の開催
　　　－自転車・自動車シミュレータの活用

　・世代間交流ヒヤリマップ作成事業
　　　世代間交流によるヒヤリマップの作成

（２）交通安全対策の
推進

　・後部座席を含めた全座席でのシートベルト着用の推進

　・各季の交通安全運動の実施

　・「３up運動」の実践と広報啓発活動の推進

　・交通安全教育強化事業
　　　交通安全教育車を活用した参加・体験型交通安全教室の開催

　・運転免許更新時等における運転者教育の充実

　・交通事故分析の高度化による効果的な交通安全教育の推進

■高齢者事故防止対策の推進

　・反射材着用促進事業
　　　老人クラブ等と連携し、反射材着用を促進

　・サポカー体験型高齢者交通安全教室開催事業
　　　自動ブレーキ等の搭載車を活用した交通安全教室の実施

■シートベルト・チャイルドシート着用の推進

　・自転車利用者の交通違反に対する指導警告の推進と悪質・危険な違反に対する取締りの強化

　・自転車利用者に対するルールの周知と安全教育の推進
　　　サイクル安全リーダー事業及び自転車交通安全教室修了証交付事業の実施

　・交通管制システムの高度化、更新
　　　交通管制システム（中央装置）更新工事等

■交通指導取締りの強化

　・飲酒、速度違反、放置駐車違反等交通違反の取締りの実施
　　　飲酒運転、速度違反等の取締装備資器材の保守・整備

■交通安全思想の普及

　・交通信号機の新設、改良、制御機の更新
　　　信号灯器(車両・歩行者灯器)のLED化等

　・チャイルドシート適正使用支援事業
　　　母子手帳交付時や法定検診時等にチャイルドシートの着用を促す啓発活動の実施

　・災害に強い交通安全施設等の整備（再掲）
      交通信号機用自動電源付加装置等の更新
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　・災害に強い交通安全施設等の整備（再掲）
　　　交通信号機用自動電源付加装置等の更新

　・捜査関係装備資機材の整備

■災害警備活動、山岳警備活動、警衛警備対策等の充実・強化

　・県警ヘリコプターによる災害警備活動等の充実・強化

■災害に強い警察基盤の充実・強化（再掲）

(3)警察機能の充実 ■警察署等の計画的な整備

　・交番・駐在所の計画的な整備

　・警察官待機宿舎の計画的な整備等

　・警察機動センターの新築整備

■若手警察官の早期戦力化を目指した人的基盤の強化

■捜査基盤の充実強化

　・技能指導官等による伝承教養の推進

　・関係機関との連携による水際対策等の推進
　　　税関等関係機関との連携強化

　・暴力団被害の防止と保護対策の推進
　　　暴力団事件被害者及び暴力団排除条例等に基づく暴力団の排除に協力した県民に対する
　　　保護対策の推進

　・子供や女性を犯罪から守るための施策の推進
　　　ストーカー事案、配偶者からの暴力事案等の人身安全関連事案に対処するための施策を推進

　・サイバー犯罪対策の強化
　　　－警察における組織基盤の強化
　　　－装備資機材の充実・強化
　　　－官民連携によるセキュリティ対策の推進

　・国際犯罪対策の推進
　　　組織化する来日外国人犯罪対策（部内通訳人の計画的育成）

　・特殊詐欺の撲滅に向けた予防活動の推進
　　　－「犯人からの電話を遮断」するための取組の推進
　　　－「電話を受けても看破」するための取組の推進
　　　－「だまされても周囲で阻止」するための取組の推進

　・山岳遭難救助活動の強化
　　　－関係機関との連携強化及び救助体制の整備・充実
　　　－救助技術・装備の高度化
　　　－遭難防止活動の強化

　・警察相談体制の強化

■サイバー犯罪など、犯罪の質的変化等への対応

　・事件捜査や現場鑑識に関する高度な専門知識と技術の習得による若手警察官の早期戦力化

　・逮捕術、拳銃及び柔・剣道技能のレベルアップによる現場対応力の向上
　　　県下術科大会・講習会等の開催、全国術科大会・講習会等への参加

　・各種事件現場を想定した実戦的な訓練等による現場執行力の強化
　　　中部管区内実戦的総合訓練技法発表会への参加

　・総合対処法訓練の強化
　　　－術科指導員の育成

　・【新】警察署整備に係る民間活力導入可能性調査

　　　警察署の整備・維持管理に関して、民間活力の最適な導入手法について調査

■災害時に必要な物資の備蓄の推進（再掲）

　・通信指令システムの高度化

　・警察職員等自活用非常食の整備（再掲）

　・情報システムの整備拡充及び情報セキュリティ対策の推進

　・警察施設機能の強化

　・犯罪死の見逃し防止のための調査、検査等の充実



＜参考＞
活動指標

129店舗 200店舗 200店舗

56人
（R4）

71人 71人

運転免許証を自主返納した高齢者が運転経歴証
明書の提示等をした場合に、各種割引等の特典
（サービス）を提供する店舗数

来日外国人犯罪捜査において通訳可能な警察職
員数

部内通訳人の数

高齢者運転免許証自主返納サポート活動
の協賛店舗数

指標の説明R3
(2021年度)

R8
(2026年度)

指標名
現況
R3年度

目標


